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セッションの進め方　　　　　　　　　　　　　　　　　団委員研修所関東第22日期

	§１１
	安全計画


第2日目　２０１9年４月２９日（月）1１４５～1２４５（６０分）　　　　　　担当　　伊澤　清実　
	◎　目　標
　1.プログラムをもとに安全計画を立案できる。
2.安全計画の評価と運用ができる。
◎　ねらい（ポイント）　
1　プログラム計画からプログラム実施までのプロセスにおいて、同時進行で安全計画が立案され実行されていくことを理解させる。
2　安全計画の立案は独立したものでなく、隊での計画策定→団会議での発表と支援要請→団委員会での支援計画の立案→実施承認→実施時の対策→実施後の評価。反省0改善策の策定の割頂をたどることを理解させる。
3　スカウト活動における安全確保は団全体で取り組む作業であることを理解させる。
4　団で判断に困ったとき等はコミッショナーの支援を得ることも必要であることを理解させる。
◎　所員の仕事（依頼事項）

　　　作業における助言や例示。方向がそれた場合の修正。

◎　準備品　
　　参加者：マイギヤバック（関係資料、参考図書、スキル道具）等　
　　担　当：・隊集会計画書
・ワークシート(P52参照)

	◎　セッションの展開
このセッション達成ポイントの整理（スタッフ用）　　
○　安全対策は、他にお任せではなく、団が責任を持つ　
○　安全計画の重要性
○　安全計画の作成がメインになる。説明はセッション１２で行う
１　導　入（５分）
（1） 安全計画について
・プログラム計画書と安全計画書は、同時進行で行い、決して独立したものではない。
・安全計画は、隊でも行う。団は、支援、安全計画に対しての漏れ、別の視点からの洗い出しを行う。

・活動前の、計画の時点でいかに「危険の芽」を摘み取るかの、大切なプロセスである。
２　展　開（５０分）
（1） グループ作業　１（１０分）
隊集会計画書の説明
安全計画書の説明　

※決められた書式はなく、最低限含まれていなければならない項目の説明
・要想定される災害の洗い出し
（2） グループ作業　２ [１０分]
安全教育と安全対策について（詳しくはセッション１２で行う）
・災害に対して、安全教育か安全対策かの分類

※どちらも当てはまる場合がある

（３）.グループ作業　３[　15分]

安全対策の検討
（４）. グループ作業　４[１５分]

団員会での支援
※隊指導者だけの安全対策は検討しない

各班、発表
３　まとめ（5分）

1  実務は。安全対策時に動きが始まる

　団会議時に隊より活動計画が発表され、団委員会か他隊の協力用背があるかを議論
2  団の支援である場合は、団委員長が団委員会に持ち帰り検討→支援
3 団委員会での、実施承認 

※団が活動に対しても責任がある
注意
このセッションは、参加者が安全計画書を作成するのをメインとしている

セッションの時間配分には、特に気を付ける
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